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一
人
ひ
と
り
が
心
豊
か
に

生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を

送
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す

地
域
の
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん

出
番
で
す
!!

〜
下
野
市
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

研
修
会
開
催
〜

11
月
7
日
（
火
）、
南
河
内
中
学

校
に
お
い
て
「
平
成
18
年
度
学
校

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
」
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
各
地
域
か
ら

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
教
職
員
な
ど
23
名
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
南
河
内
中
学
校
の

協
力
の
も
と
、
南
河
中
父
親
委
員

会
（
委
員
長
　
小
林
一
則
さ
ん
）

を
中
心
と
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん

が
、
現
在
就
い
て
い
る
職
業
（
看

護
士
・
測
量
士
・
美
容
師
・
保
険

業
務
・
臨
床
検
査
技
師
な
ど
）
に

つ
い
て
生
徒
た
ち
と
フ
リ
ー
ト
ー

ク
を
す
る
授
業
（
キ
ャ
リ
ア
教
育
）

を
参
観
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
か
ら
は
お
金
の
問
題

な
ど
現
実
的
な
質
問
も
飛
び
出
し
、

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

終
了
後
は
、
父
親
委
員
会
の
皆

さ
ん
を
交
え
て
の
交
流
会
と
な
り
、

地
域
の
大
人
が
学
校
の
教
育
活
動

に
う
ま
く
関
っ
て
い
る
父
親
委
員

会
の
活
動
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

学
校
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
か
か
わ

り
方
、
学
校
で
望
ま
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

南
河
内
第
二
中
学
校
総
合
学
習
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

11
月
8
日
（
火
）、
南
河
内
第
二

中
学
校
に
お
い
て
、
地
域
の
教
育
力

を
学
校
教
育
に
生
か
す
「
ふ
れ
あ
い

学
習
」
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、

『
地
域
に
学
び
、
明
る
く
生
き
る
』

と
題
し
、
第
1
学
年
の
総
合
学
習
の

時
間
を
使
っ
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
し
た
。

下
野
市
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
連
絡
会
会
長
の
五
十
畑
直
さ
ん

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
そ
れ
ぞ

れ
次
の
方
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

●
市
文
化
課
の
山
口
耕
一
さ
ん

（
テ
ー
マ：

皆
さ
ん
の
足
の
下
に

埋
も
れ
て
い
る
歴
史
に
つ
い
て
）

●
石
橋
に
蛍
を
飛
ば
す
会
代
表
の

吉
住
正
さ
ん
（
テ
ー
マ：
環
境

問
題
に
つ
い
て
）

●
認
定
農
業
者
の
楡
木
晴
人
さ
ん

（
テ
ー
マ：

職
業
と
し
て
の
農
業

に
つ
い
て
）

●
下
野
市
講
師
会
の
横
溝
ト
シ
子

さ
ん
（
テ
ー
マ：

誇
り
に
し
た

い
日
本
の
文
化
）

●
お
茶
の
間
健
康
ク
ラ
ブ
代
表
の

隅
谷
サ
ヨ
子
さ
ん
（
テ
ー
マ：

支
え
あ
う
笑
顔
が
つ
く
る
ま
ち

づ
く
り
）

こ
の
後
、
生
徒
さ
ん
た
ち
は
、

話
さ
れ
た
内
容
か
ら
独
自
に
課
題

を
設
定
し
、
学
習
活
動
を
始
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

担
当
さ
れ
た
先
生
は
、「
通
常
の

授
業
と
違
っ
て
、
地
域
に
住
み

様
々
な
活
動
を
す
る
人
た
ち
の
生

の
姿
を
知
る
こ
と
で
、
教
科
書
に

は
書
い
て
い
な
い
学
習
が
で
き
た
。

今
後
と
も
こ
う
い
う
機
会
を
設
け

た
い
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

差
別
の
な
い

明
る
い
社
会
を
目
指
し
て

〜
下
野
市
人
権
教
育
講
演
会
開
催
〜

12
月
6
日
（
水
）、
グ
リ
ム
の
館

に
お
い
て
、
一
般
・
関
係
者
含
め

340
人
の
参
加
の
も
と
、
人
権
教
育

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

講
演
会
は
、
人
権
週
間
に
合
わ
せ

実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
津
軽
三
味

線
奏
者
で
あ
る
長
谷
川
一
義
氏
の

公
演
「
津
軽
三
味
線
〜
津
軽
の
響

き
〜
」
を
鑑
賞
し
、
そ
の
後
、
松

本
サ
リ
ン
事
件
第
1
発
見
者
で
あ

る
河
野
義
行
氏
の
講
演
「
松
本
サ

リ
ン
事
件
か
ら
の
教
訓
」
を
、
参

加
者
は
真
剣
な
眼
差
し
で
聴
い
て

い
ま
し
た
。
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河
野
さ
ん
は
事
件
の
発
生
を
振

り
返
り
、
容
疑
者
の
よ
う
に
扱
わ

れ
て
い
っ
た
経
緯
を
た
ど
り
、「
マ

ス
コ
ミ
は
当
時
、
権
力
を
監
視
・

批
判
す
る
大
事
な
使
命
を
見
失
っ

て
い
た
」
と
述
べ
、
冤
罪
の
恐
ろ

し
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

学
校
を
地
域
交
流
の
場
に
!!

〜
第
2
回
祇
園
小
区
子
ど
も
会

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
〜

11
月
23
日
（
木
）
午
前
10
時
か

ら
午
後
2
時
ま
で
、
祇
園
小
学
校

体
育
館
・
校
庭
お
よ
び
駐
車
場
で
、

昨
年
に
続
い
て
祇
園
小
区
子
ど
も

会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
祇
園
小
区

子
ど
も
会
育
成
会
が
中
心
と
な
り
、

自
治
会
や
学
校
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
室
を
拠
点
に
活
動
す
る
「
イ
チ

ゴ
ク
ラ
ブ
」「
祇
園
っ
子
ク
ラ
ブ
」

な
ど
の
協
力
の
下
、
地
域
の
大
人

と
子
ど
も
が
学
校
を
会
場
に
、
交

流
で
き
る
事
業
と
し
て
昨
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

今
年
は
、
祇
園
小
学
校
区
の
14

の
子
ど
も
会
が
そ
れ
ぞ
れ
に
出
店

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で

元
気
に
呼
び
込
み
を
し
て
大
活
躍
、

大
人
は
模
擬
店
で
焼
き
そ
ば
、
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、

み
そ
お
で
ん
な
ど
の
販
売
を
し
、

昼
頃
に
は
品
切
れ
の
店
が
出
る
な

ど
大
盛
況
で
し
た
。
ま
た
、
校
庭

で
は
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ

れ
子
ど
も
達
の
歓
声
が
響
き
ま
し

た
。
南
河
内
地
区
子
ど
も
会
育
成

会
連
絡
協
議
会
指
導
部
に
よ
る
チ

ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
係
と
し

て
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
子
ど
も

達
と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

下
野
市
社
会
教
育
指
導
員

募
集
の
お
知
ら
せ

下
野
市
社
会
教
育
指
導
員
の
募

集
を
行
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
次
に
よ
り
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

１．

募
集
人
員

2
名

２．

応
募
資
格

（1）
下
野
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

（2）
昭
和
21
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

（3）
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
社
会
教
育
主
事
の
資
格
を
有
し
、

5
年
以
上
官
公
署
若
し
く
は
社

会
教
育
関
係
団
体
に
お
い
て
社

会
教
育
に
関
係
の
あ
る
職
に
あ

っ
た
人

②
教
育
職
員
の
普
通
免
許
状
を
有

国際連合は、昭和23年（1948年）の第3回総会で世界人権宣言が採択されたの
を記念し、昭和25年（1950年）第5回総会において、世界人権宣言が採択された
12月10日を人権デーと定めるとともに、すべての加盟国にこれを記念する行事を
実施するよう呼びかけています。法務省と全国人権擁護委員連合会は、世界人権
宣言が採択された翌年の昭和24年から毎年12月10日の人権デーを最終日とする1
週間を人権週間と定め、人権尊重思想の普及高揚のための啓発活動を全国的に展
開しています。

し
、
5
年
以
上
教
育
に
関
す
る

職
に
あ
っ
た
者
で
社
会
教
育
主

事
の
資
格
の
あ
る
人

③
前
2
号
に
掲
げ
る
者
に
相
当
す

る
経
験
の
あ
る
人

④
そ
の
他
社
会
教
育
に
係
る
活
動

に
経
験
の
あ
る
人
　
　
　

（4）
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
簡
単
な
事
務

処
理
が
で
き
る
人

３．

勤
務
先

下
野
市
南
河
内
公
民
館
ま
た
は

国
分
寺
公
民
館

４．

勤
務
時
間

原
則
と
し
て
月
13
日（
火
曜
日
〜

土
曜
日
）、
時
間
は
午
前
8
時
30
〜

午
後
5
時
30
分（
た
だ
し
、
日
曜

日
・
夜
間
に
勤
務
す
る
場
合
も
あ
る

り
ま
す
）

５．

採
用
期
間

平
成
19
年
4
月
1
日
〜
平
成
20
年

3
月
31
日
（
た
だ
し
、
再
任
あ
り
）

６．

報
　
酬

月
額
15
万
円
（
下
野
市
の
報
酬

条
例
に
よ
る
額
と
し
交
通
費
含
む
）

７．

主
な
仕
事

公
民
館
各
種
学
級
・
講
座
の
企

画
・
運
営
等
に
関
す
る
こ
と

８．

試
験
日
時

平
成
19
年
2
月
28
日
（
水
）

午
前
10
時
〜

９．

試
験
会
場

下
野
市
石
橋
庁
舎
301
会
議
室

10．

試
験
内
容

作
文
試
験
及
び
面
接
試
験

※人権週間とは？
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＜一般書＞

子どもが見ている背中 …………………野田正彰
ジェネリック医薬品がわかる本…日本ジェネリック研究会
腐蝕生保（上・下） ………………………高杉良
七夕しぐれ ………………………………熊谷達也
ラストワンマイル …………………………楡周平
さよなら、サイレント･ネイビー地下鉄に乗った同級生…伊東乾
ピアノ･ソロ…………………ジャン･エシュノーズ
＜児童書＞

日本にも戦争があった七三一部隊元少年隊員の告白…篠塚良雄／高柳美知子
泣くなツイ ……………………………長谷川集平
だいじょうぶだいじょうぶ ………いとうひろし
十二支のことわざえほん …………………高畠純
ともだちおまじない ……………………降矢なな
おおきなかしの木……………エリザベス・ローズ

石橋図書館　新着図書のご案内（一部）

石
橋
図
書
館

催
し
物
の
ご
案
内

●
お
は
な
し
会

1
月
20
日
（
第
3
土
曜
日
）

絵
　
本

「
３
び
き
の
く
ま
」

「
き
つ
ね
と
う
さ
ぎ
」

「
ね
ず
み
の
お
い
し
ゃ
さ
ま
」

2
月
3
日
（
第
1
土
曜
日
）

絵
　
本

「
ゆ
き
の
ひ
」

「
て
つ
た
く
ん
の
じ
ど
う
し
ゃ
」

時
　
間

午
後
2
時
〜

場
　
所

お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
読
書
会

1
月
10
日
（
第
2
水
曜
日
）

荻
原
浩
著
『
明
日
の
記
憶
』
を

読
ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時
　
間

午
前
10
時
〜
正
午

場
　
所

2
階
研
修
室

●
親
子
ふ
れ
あ
い
映
画
会

1
月
20
日
（
第
3
土
曜
日
）

時
　
間

午
後
3
時
〜

場
　
所

2
階
視
聴
覚
室

●
児
童
・
生
徒
作
品
展

1
月
5
日
〜
31
日

緑
小
学
校
・
国
分
寺
中
学
校
の

児
童
生
徒
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

場
　
所

1
階
展
示
コ
ー
ナ
ー

国
分
寺
図
書
館

催
し
物
の
ご
案
内

●
読
書
会

1
月
20
日
（
第
3
土
曜
日
）

松
本
富
生
著
『
流
浪
の
果
て
に
』

を
読
ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時
　
間

午
前
10
時
〜

場
　
所

2
階
視
聴
覚
室

●
お
は
な
し
会

1
月
13
日
（
第
2
土
曜
日
）

絵
　
本

「
イ
ゴ
ー
ル
の
金
の
す
ず
」

紙
芝
居

「
ま
ほ
う
の
ふ
で
」

「
ど
く
の
は
い
っ
た
か
め
」

時
　
間

午
後
2
時
〜

場
　
所

1
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

南
河
内
図
書
館

催
し
物
の
ご
案
内

●
紙
し
ば
い
＆
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

1
月
13
日
（
第
2
土
曜
日
）

①
午
後
2
時
〜
（
幼
児
向
け
）

紙
芝
居

「
し
ら
ゆ
き
ひ
め
」

絵
　
本

「
お
も
ち
ぶ
と
ん
」

②
午
後
3
時
〜（
低
学
年
児
童
向
け
）

紙
芝
居

「
つ
る
の
お
ん
が
え
し
」

絵
　
本

「
も
み
の
き
れ
の
お
正
月
」

1
月
27
日
（
第
4
土
曜
日
）

①
午
後
2
時
〜
（
幼
児
向
け
）

紙
芝
居

「
ひ
と
り
き
り
の
き
り
ん
」

絵
　
本

「
だ
れ
の
あ
し
あ
と
」

②
午
後
3
時
〜（
低
学
年
児
童
向
け
）

紙
芝
居

「
お
お
か
み
と
七
ひ
き
の
子
や
ぎ
」

絵
　
本

「
ゆ
き
が
や
ん
だ
あ
と
で
」

場
　
所

1
階
お
話
コ
ー
ナ
ー

図
書
館

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

11．

受
験
手
続

【
申
込
用
紙
請
求
先
】

下
野
市
各
公
民
館
及
び
生
涯
学

習
課
（
石
橋
庁
舎
2
階
）

【
申
込
方
法
】

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、
受
付

期
間
中
に
生
涯
学
習
課
に
提
出
く

だ
さ
い
。
な
お
、
受
付
期
間
外
・

郵
送
・
書
類
不
備
の
も
の
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

【
受
　
付
】

平
成
19
年
1
月
22
日（
月
）〜
2

月
20
日（
火
）の
午
前
9
時
〜
午
後

5
時（
土
曜
日
・
日
曜
日
を
除
く
）、

生
涯
学
習
課
で
受
付
し
ま
す
。

【
必
要
書
類
】

①
受
験
申
込
書
（
生
涯
学
習
課
ま

た
は
市
内
4
公
民
館
（
南
河
内
、

南
河
内
東
、
石
橋
、
国
分
寺
）

に
あ
り
ま
す
）

②
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
、
写
真

を
添
付
す
る
こ
と
）

③
受
験
票
用
の
写
真
1
枚
（
過
去

3
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
上
半

身
の
も
の
で
、
縦
4
㎝
・
横
3

㎝
程
度
の
も
の
）

●
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課

1
（
52
）
1
1
1
9



思いやりと交流で創る 新生文化都市
SHIMOTSUKE-CITY

19

＜一般書＞

爺爺ライダー …………………………薄井ゆうじ

天地人（上・下） ………………………火坂雅志

死体に聴け ………………………………上野正彦

ふり返る勇気 …………………………なだいなだ

ザ・リコール ………………………………志摩峻

＜児童書＞

おんどりとえんどうまめ ……………宮川やすえ

ちいさなかぜはふいてゆく ……おのでらえつこ

長生き競争 …………………………………星新一

銀のロバ ………………ソーニャ・ハートネット

エリオン国物語 …………パトリック・カーマン

冬の龍 …………………………………藤江じゅん

南河内図書館 新着図書のご案内（一部）
＜一般書＞
小泉官邸秘録 ………………………………飯島勲
遣唐使全航海 ………………………………上田雄
リーダーは95歳 ………………………大久保隆弘
其角俳句と江戸の春 ……………………半藤一利
爆心 ………………………………………青来有一
水辺にて …………………………………梨木香歩
お雑煮100選 ………………………………文化庁編
四谷シモン前編 ………………………四谷シモン
＜児童書＞
おじさんあそびましょ ……………………長新太
おもちのきもち …………………かがくいひろし
キップコップのこどもたち マレーク・ベロニカ
小さな小さな魔女ピッキ ……トーン・テレヘン
まるいね　まるいぬ ………ダン・ヤッカリーノ

※図書館のホームページから蔵書を検索することができます。
アドレス http//www.library.kokubunji.tochigi.jp/

国分寺図書館 新着図書のご案内（一部）

●公民館講座合同閉講式講話 ｢琵琶で聞く平家物語とお話｣
時間：午前9時30分～11時30分　 会場：大ホール
●ステージ発表「大正琴」「コーラス」「オカリナ」「フラダンス」「スコティッシュダンス」「よさこい」
時間：午後0時30分～3時　　　　会場：大ホール
●模擬店（すいとん、パン、あげもち、蒸しパン、コーヒーなど）
時間：午前11時～無くなり次第終了　　　　会場：ロビー、玄関
●クッキング教室（水餃子とデザートを作って食べよう）
時間：午後1時～3時　　　　　　会場：調理室

●講座・サークルの作品発表
「パッチワーク」「日光彫」「押し花アート」「池坊」「陶芸」「礼法･きもの」「洋裁＆リフォーム」
「手編み」「書道」「彩友会」「フラワーアレンジメント（スイトピー、フローラ、花楽）」
「吉祥会」「花ゆい」「俳画淡墨桜会」
時間：午前9時～午後5時（11日は3時まで） 会場：研修室、会議室、和室、ロビー等

※このほか、10日のみ「子ども茶道」「囲碁」を、11日のみ「将棋」を実施します。
また、各種サークルの体験コーナーを実施します。詳細は公民館へお問い合わせください。

●第1回ゆうがお市民のつどい（市女団連主催）
①「県派遣事業修了生発表」
時間：午前10時～　　　　　　　会場：大ホール
②「環境問題、私たちが今できること　～環境かるたから学んでみよう～」
地域楽集館　館長　阿久津裕子　氏
時間：午前10時30分～正午　　　会場：大ホール
●○×クイズ大会 公民館まつりや下野市からの出題。豪華賞品多数！
時間：午後1時～2時30分　　　　会場：大ホール
●模擬店（豚汁、パン、あげもち、まんじゅう、ジュース、野菜など）
時間：午前11時～無くなり次第終了　　　　 会場：ロビー・玄関

平成19年2月10日（土）～11日（日）の2日間、国分寺公民館では「公民館まつり」を開催します。
公民館活動の集大成としての作品展示やステージ発表のほか、公民館まつりや公民館活動をよく知っても

らうためのイベント、体験コーナーも目白押しです。
また、公民館講座合同閉講式に伴う公開講話や市女団連主催の環境講演会も同時開催しますので、たくさ

んのご来場をお待ちしています。

を開催します『国分寺公民館まつり』

10日N
イベント

11日H
イベント

両日共通
イベント

第1回『国分寺公民館まつり』を開催します

国分寺公民館　140－5563問い合わせ先




